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「デ ル モ ツ ベ リ ン ア ネ ル ギ ー
」ニ就 テ

(第十四同 日本結核病學曾総會 二於 テ螢表)

住 吉 内 科 病 院

w・1Nt,9Tt:住 吉 彌 太朗

醤撃士 岡 田 稔

一 、緒 論

結核 免疫 ノ極 致 ハ ソ ノ患 者 ノ皮 膚 二 現 ハ ル ・

「ツベル ク リ ン」剤 二封 スル 「ポ ジ チー ベ アネ ル

ギー」 ナ ル事 ハ云 フ迄 モ ナ シ、 此 ノ陽 性 無 反 慮

二到 達 セ シメ ン ト企 圖 セル諸 先 輩 バー様 ニ ソ ノ

至難 ナル事 テ認 メ學 問的 見地 ヨ リ陽 性 無 反 慮 タ

ラ シムル テ理 想 トナ ス ト云 ヘ リ。

余 ハ大 正14年 「=デル モ ツベ リン」軟 膏 ナ ル モ ノ

ラ創製 シ之 テ経 皮 的 二慮 用 シ歳月 テ閲 スル事 既

二十有 三年 ソ ノ間 孜 々 トシテ臨躰 的 二將 タ動 物

實験 ニ ソノ観 察 テ途 ゲ タ リ。

特 二臨 躰方 面 二於 テ ハ安藤 、 阿部 、 故 倉、 山 口

及江 田等 ノ諸 氏 ハ本剤 ヲ精 密 二實 験 シテ ソノ結

果 テ報 告嚢 表 セ ラ レタ リキ。

余 ノ報 告拉 二前 記 諸 氏 ノ報 告 テ通 覧 スル ニ ソ ノ

ー貫 セル共 通 勲 ハ結 核 患 者 二本 剤 テ使 用 ス ル ニ

(1)ソ ノ塗抹 面 ノ皮 膚 巖 疹 次 第 二増 加 ス。

(2)皮 膚面 褒 疹 二要 ス ル時 間 及 ソ ノ登 疹 浦退

迄 ノ時 間 ハ次 第 二短縮 ス。

(3)次 デ褒 疹 ノ減 少 トナ リ終 ニハ 陽性 無 反 磨

二到達 スル ノ諸 鮎 ナ リ
。

余 ハ斯 ノ如 キ 「デル モ ツベ リ ン」塗 擦 ノ頻 同 後 終

二無 反慮 トナ リ然 モ病 勢 好 縛 セル テ陽 性 「デル

モ ツベ リ ンア ネル ギー」 ト命 名 シ之 二就 テ舷 二

少 シク記 述 セ ン ト欲 ス ・レモ ノナ リ。

「デル モ ツベ リ ⊃」ハ云 フ迄 モ ナ ク萬 「ッベ ル ク

リン」、結 核 菌屍 艦 及 「グ リセ リ ン」等 ノ成 分 ヨ

リナル、 之 テ皮 膚 二塗 擦 シテ陽 性 無 反 慮 テ出 現

スル事 ハ即 「ツベ ル ク リ ン アネル ギー」ト同 一 現

象 ナ ラ ンモ後 者 ハ皮 内 二注 入或 ハ剛 切 ラ庶 用 セ

シ爲 メ其 ノ反 慮 出現 ハ余 ノ「デ ル モ ツベ リン」反

慮 ヨ リ張 度 二且 ツ迅 速 ナ ル可 ク、 依 テ之 ト匠 別

ス ル爲 メ ニ余 ハ 「ツ ベ ル ク リ ンア ネノレギー」二封

シテ「デ ル モ ツベ リ ンア ネ ル ギー」トナ シテ報 告

ス ル テ適 當 トナ セ リ。

此 ノ「デ ル モ ツベ リ ンア ネル ギー 」卜結 核 免 疫 ト

ノ關係 ハ頗 ル重 大 ニ シテ ソ ノ相 一致 セル ヤ否 ヤ

ハ軽 々噺 論 シ得 ザ ル可 キ モ 「デル モ ツベ リ ンア

矛ル ギー 」 即 陽 性 無 反 慮 トナ レル患 者 ハ多 クハ

ソ ノ病 勢 女子車専セ リ。

最 近 臨 沐 的 観察 テ1」意 シテ長 ク治 療 手綴 緬 セ シ

患 者 中 余 ノ所 謂 「デ ・レモ ツベ リ ン ア ネ ・しギー」テ

可 ナ リ ノ多数 二褒 見 セ シカバ最 近1ケ 年 間 ノ観

察 テ登 表 シテ大 方 ノ批 判 テ乞 ハ ン トス。

二、臨淋的親察

昭和10年 當 院 二 於 テ 加療 セ シ患 者 中2ケ 月 以

上 ノ経 過 テ観 察 セ シモ ノ64名 ノ患 者 二就 テ 「デ

ル モツA"iリ」反 慮 テ検 セ ル ニ陽 性42名 、陰 性22

名 トナ リ之 テ比率 シテ示 セバ陽 性65.6%、 陰 性

34%ト ナ ル。此 ノ比率 ハ余 及 ピ諸 家 ガ前 撒 同螢

表 セ ル モ ノ ヨ リハ 陽1生率 遙 二低 シ、之 レガ主 因
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ハ 前 記 ノ如 ケ2ケ11以 上 観 察 ヒ;レIll等 症 以iノ

患 者L∴1対 人 ル 比 率 ナ ル ガ2謁 メ ナ リt爾 病余 ノ1愚者

ノ反 応 チ 。加 、1ヘ レ バ ソ ノ比 率 ハ}旺 ∴ 高 率 トナ

リ従 来 報 告L'レ 如 ク80劣 以 上ilルll∫ シ。

1

扱結核患者 ノ病勢 卜赤血球沈降速度 トノ關係ハ

云 フ迄モナク緊密ナルモノナルノ故 ラ以テ余ハ

前記64名 ノ患者 テ赤沈腹癒順 二之テ整理 シテ

表示1,可 シ。

表
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第 2 表

No.

」 ⊥
り
、
一
ら0

4

5

一
6

「
7

[

8

一
9

10

-
1

9
向

-

一
-

13

14

姓 名 年齢

12
一[一 一

24

病 名

'
一 「

「

一116層iii「 了7一

30

一
17

33

19

1左 上葉混 合型浸潤

1右 上葉混合型浸潤

一31
27

[19

26
一藪1「

26

右上葉滲川型浸潤

右上中葉滲出型浸潤

砦幸難聯姻
左上葉混合型浸潤

左下葉滲出型寝潤

離 難 出型關
鎮骨下浸潤

左上葉混合型浸潤

左下葉空洞

右上葉輕度浸潤

右中葉滲出型浸潤

左上葉混合型浸潤

ロ

塗擦開始時1縄 過

姻 熊 離;H骸

葺}葺1紹ll
柵1十 一一室7■1134
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+1++144:269

玉ti+1乏5i78

二二_二29,141

十十,±:41}100

+++函 「68

拉 腰
帯「劇暑1釜

鰐縛翼

,
、
劇

療

沖

ノ

脈

他

牌

懸
垂

乙
離

別

ア
書

聖

ル
態
「
副

κ

+
三

二
±
↓
恥

∫

±
三

二
朴
丁

(+一31一

(+)一23

(+)一29

(+)一28

(一)一20

(+)+13

十15

十46

(+)+

(+)+

⊥
r+)+

十十

(+)十

4

一
11

一
14

一
40

一
27

一
22

静脈注射

氣胸療法
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宿全葉滲出型及高度
融著
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1一)一

一

1
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一

■
}一 一,-『

一 一
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一
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一一一 一

18
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第 3 表

No

1

4i■"

5[

_._1

6:■

.姓 名

t■ ・・
2!■

3i一

71■

8;■ 一L互 一直灘 眼 炎
gl

1。!i.1
　

11■1
　

iz

13…■:、 鱗 難 論

警士忙 ■螺謙還膿 細蟹 騨
E
2g匹 堪 雌 塾姻 ± 土Lβ 凱 星廷一一1二;1±2二1重i廼蟹 良
171:右 下 葉 混 合 型.一溜 ・十 十十6565十(十)」48静 恢 注 射;良

20左 肋 膜 炎 肺Ilq用 浸 潤1++i柵74[242-1(十)一111・,1良

墨鱗 耀1麗:鑑lllτ1書割::量
一40一 一 土1±13060一 一,(一}一)=L堕Lコ!退_

23;ノis上 葉 滲 出型 浸 潤1柵}±9360十 十 十十551・, 不 攣
　　 へ　 　へ　 　 　 ア　ロ 　　 へ 　 　　 へ　な 　　 　 　 　　 　　1十

,十8375十 柵6魂,, 良

23蝋 葉瀬 蔽 一∴ ・忌忌∵41-下:万 卜∵ 覆

23左 上 葉 滲 出型 浸 潤1柵 帯:68168++:(一)十 十,621,,不i愛

-誕 璽塑嚇睡 麺 蚕 豆匪』:互:癒良
`'0

一_i柵1柵1103t21二(+)→i2鐸 醐1良

25、1一(十)十1151,1良

35左 全 葉 高 度 浸 潤1柵
,柵951 -711丑(十,)十 十;R2,,__・ 一L玉 璽L

∵ 不r㌫ ド 弼 一i-66

14 1■
15}■43

16… ■ ・
　　

17}■ 冒'

18:iill
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一
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231]30
__

22}■24
一右 上葉多出型浸潤

ll昌
25;■[8

261■37

271■

28i

1左全鯵 出型浸潤 「肝 …丑 鮪
一156ザ ー地158L一 良

ii舞錐灘 灘1望1蹴鱗 ÷ン婁

…li雛難1陰 雲ll禦÷ま≡i壽織愛
惜 一120・651柵(一)一 一169、"不 遜

20左 上 葉 混 合 型浸 潤 柵 一 、74163十(一)一54・ 不明

51灘 灘 潤i票1ξ蕃!卑コi≡;調1一型」

27i綴 灘i平,嘉 ÷ 三ii≡;≡鰍:■ 塁
261左 全鯵 出型瀾 「司 一三 百123「F5一 「 纏 繍 死

第1表 ノ・赤 沈 反 応 中間 値20迄 ノモ ノニ ジテ
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嬉2炎'・ 亦 沈 反 慰51」間 値21-一 一50vaノ モ ノ ニ シテ

第3炎 ハ赤沈 反 庶 中 間値51以 上 ノ モ ノナ リ

炎 中 「マ」1苅齢 ア'レ・・「vン1'ウ 」氏lgmaノ 息 ニ ヴテ停研 ノ藷 「ツ ベ'レク リ ンーr2mm倍 ノe/0。1

c・Q皮内 一LiII入ジテ24時 間 後 出 現Zlv獲 赤 直裡5mm以 上 ノモ ノ ヲ陽 性 トス,ソv以 下 ノ・陰 性;・

,へ

「デ 収 鷹 トアル ・・1デル モ ソ ベ リ ン」反 鷹

赤沈 反 慰 トγ'レハ赤血 球 沈r準 速嵐 ノt・1imafitc

艀 版 注 射 トアル ハ「サ リ ソ プ ロ カ ノ ン」働甲脹 注 射

(+ノ ー トア'レ・・陽性 無 反 漁 ノ 邸

(十)十 トγル ノ・陽 性 二反 慮 シ儀 疹 ノ漸 次 減 少 ヲ示 ス

(一,一 トア'レハ陰 性 無 反 慮

余 ハ陽 性 無 反 慮 ト断 定 入ル}票準 ノ第一 ハ ・般 状

態 ノ好 轄 即 精神 爽快 禮 昂=塘加 等 チ考 慮 シ、 第 ニ

ニ赤 沈 反 磨 ノ好韓 、第 三 マ ン トウ氏 反 慮次 第 二

減 弱 ス ル モ ノ テ指 λ、 然 ル ニ マ ン トウ氏 反磨

1000イ音ニ テ0.5c.aニ テ1陰性 ナ ル モ ノ テ更 二500

倍0.5cua皮 内 二注 入 スル ニ陽 性 一=反慮 ス ル場 合

多 ケ レ ドモ余 ハ1000倍0.5qaニ テ陰 性 ノモ ノ

テ陰 性 ト断 定 セ リ。

第1表 ハ赤 沈 反 慮20以 下 ノ例 ラ 表 示 セ シモ ノ

ニ シテ赤 沈 反 慮 ノ緩 徐 ナル程 病 勢 モ緩 慢 ナ ルハ

云 フ迄 モ ナ シ從 ツ テ陽性 「アネ ・しギー」二達 セ シ

例 多 シ。16例 中

1.陽 性 「ア ネル ギー 」11例69%弱

2.前 者 二近 カ ラ ン ト7.ル モ ノ

1を列6ヲ6弓 星

3.「 ア レル ギ'-J2{列12.5%

4.陰 性 「アi・ル ギー 」2例12.5%

郎 赤 沈 反慮20以 下 ノ例r.ア リテ ハ陽 性 無 反 慮

トナ リ シモ ノ實 二70%二 達 セ ン トフ・。

第2々 ・赤 沈 反慮21乃 至50迄 ノモ ノニ シテ20

例 中

ー
ム

∩
乙

0
0

4
ム

民
U

陽 性無 反 慮4例

前 者 二近 カ ラ ン トスル モ ノ

5例

ド,ア レル ギー一」2例

陰 性 「ア ネ ル ギー 」7例

疑 問2例

ク減 少 シ20%ト ナ リ之 二 近 キ 成 績 ノモ ノヲ合

セ テ45タ6ト ナ ル。

第3表 ハ最G韮 行 性 ノ著 シキ患 者群 ニ シテ甚 グ

シ ク削 痩 セ ル モ ノ、 或 ハ重 篤 ナ ル患 者 多 ク ソ ノ

成 績 ハ28例 中、

1.陽 性 無 反 慮

2.前 者 二近 キモ ノ

3.!ア レル ギー」

4.陰 性 無 反 慮

5.疑 問

5例

6例

3例

10例

4例

18.0%

21%

11%

42%

14%

20%

25%

10%

35%

10%

陽 性 無 反 磨 更 二減 少'iテ18%ト ナ リ更 二 無 反

慮 ユ近 カ ラ ン トス ルモ ノ加 算 シテ39%ト ナ リ

タ リ、 弦 二於 テ赤沈 反 磨 ト陽 性 無 反 慮 出現 トノ

間 ノ關 係 ラ明 白 二認 メ得 タ リ即 赤 沈反 慮 ノ緩 徐

ナ ル モ ノハ結核 病 勢 緩 徐 ナル 爲 メ 「デル モ ツベ

リ ン」 療 法 ニ ヨ リ陽 性無 反 慮 ノ出現 多 シ即 赤沈

反 慮20迄 ノモ ノハ70%二 近 ク陽性 無 反 磨 トナ

ル。21--50迄 ノモ ノハ20%、50以 上 ノモ 〃 ・

18%ト ナ ル 表示 セ バ次 ノ如 シ。一
赤沈薦 難反雛 キモ 聾 聞隣

赤沈反慮中等値 ノモノニ於 テハ陽性無反磨著 シ

20迄'69%
ト

6% 12.5% 12.5%

21-50迄}20% 25% 10%10% 35%

50以 上118% 21% 11%14% 42%

然 ラバ本年度二於テ正確 二観察 セシ64名 全盟

二就テ之 テ示 セバ即次 ノ如 シ。

陽性無反癒20例 即比李31.4%弱

近キモノ12例18.7%強
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「ア レル ギPt」7例11 .0%弱

陰 性無 反慮19例30.0%弱

疑 問6例9%強

以 上 ノ如 キ成 績 トナ リ全 患 者 激31%以 上 ノ陽

性無反 慮 状 態 テ認 メ得 タル ハ實 二稀 有 ナ リ ト信

ズ。

然 ル ニ陽 性無 反 慮 ナ'レカ陰 性 無 反 慮 ナ ル カ ノ隔

別 ハ時 二 至難 ナ ル 場 合 二 遭 遇 λ,レ事 ナ シ トセ

ズ。

第2表5例 ノ如 キep無 反 慮 状態 トナ リ 般 状 態

好良氣 分 良 好 、 赤 沈反 癒 亦 緩 徐 ナル ニ唯 盟 量 ノ

檜 加 テ伴 ハ ズ ソ ノ他 ノ状 態 ハ陽 性 無 反 慮 ト樗 シ

テ可 ナ ル モ ノナ リ シニ突 如 偏 食 ノ結 果 悪 化 テ認

メ シカバ陰 性 無 反 慮 トナ セ リ。

更 二翻 ツテ第3表 迄 テ 再 ピ精 査 スル ニ第1表 二

於 ケル 第9、 第10、 第13ノ 各 例 ハ表 中 ノ経 過 日

撒 ニテ療 法 子中 止 セ シモ ノ ニ シテ尚 引 キ績 キ加

療 セバ陽性 無 反 態 二達 シ得 ル希 望 ア リ タ リ。 即

16例 中14例 ハ経 過 良 好 ナ リ。

第2表 第8例 。 第10例 ノ雨 例 二於 テ ハ 「デル モ

ツベ リン」 塗擦 ノ成 績 佳 良 ナル如 ク認 メ シモ終

ニー ハ死 シ他 ハ喀 血 後 轄 署 セ リ
、第7例 卜第14

例 トハ共 二次 第 二経 過 好良 トナ ル從 ツテ第2表

20名 中11名 良 好 ニ シテ9名 不 良 ノ韓 蹄 テ トレ

リ。 第3表 二於 テハ 第8例 ,第11例 、 第15例

共 二好 良 二向 フ可 ク第15例 ハ 「ア レル ギー 」 ノ

極度 二達 シテ喀 血 セ ル モ止 血後 ハ從 前 ノ如 ク登

熱 モ ナ ク経 過 佳良 ナ リ。

第7例 、第9例 、第19例 ハ各 々 ソ ノ経 過 二於 テ

一・時 「プレル ギー」反 癒 テ 竪 セ ル モ病 勢 重 篤 ∴ テ

早 晩 不良 ノ轄 蹄 テ冤 レザ ・レ可 シ。第10例 モ同様

ノ経 過 テ トル可 シ。然 ル時 ハ28名 中 ソ ノ牛 数 ハ

不 良 ノ輔 蹄 テ ト'レ可 シ。

之 テ全 般64名 ヨ リ之 テ観 レバ絶 過 好 良39例 卯

61%弓 弓、 タピ亡25{列39%弓 星 トナ ル。

短 期 間 ノ観 察 ハiE々 ・=シテ良 改fナ ル比 卒 テ示 人

2年3年 後 ニ ハ此 ノ比 摩 ガ史 ・=低下 ■・ル ナ ラ ン

モ舷 ∴ ハ1唯「デ'レC一ツ〈tリ ⊃」ニ ヨ リ可 ナ リ ノ陽

性 「アネ ル ギー 」テ認 メ シ事 テ報 ズ アレノ こ。

今 試 ミニ陽 性 け ネ ル ギー」テ年 齢 兄lj二観 察 λ ル

ニ若 キ者程 早 ク陽性 「アネ ル ギー」二到 達 λ ル傾

向 アル デ認 メ得 タ リ。

即 内 叡(12歳)、 西ll(12歳)ハ 約25同 ニ テ 「ア

レル ギー 」 ノ高 調 二達 シ45同 ニ テ陽性 「アネ ル

ギー」 トナ レ リ。

大 草(16歳1、 澤 井118歳)、 和 田(17歳)、 内田

(17歳)、 中 西(14歳)ハ 約30同 ニ テ 「ア レ・レギ

ー 」ノ最 高 二達 シ50回 ニ テ 「アネ ル ギー」二達 セ

リ。 仲 野(33歳)144同 、 磯 島(24歳)70臥 工 藤

(29歳)110同 、 淺 井(22歳)74臥 谷 室(20歳)

1001司 、 巽(22歳)45同 、 小 島(26歳 》55同 ニ テ

陽性 「アネ ル ギー」トナ レ リ。

以 上 ノ成績 ハ 勿論 「デ ル モ ツベ リシ」塗擦 ノ ミニ

ヨ リ得 タル モ ノニ非 ザ ル ハ云 フ迄 モ ナ シ。 凡 テ

ノ患 者 ニ ハ安 静 テ守 ラシ メ静 脈 注 射 ラ行 ヒ、 投

藥 シ且 ツ適 慮 症 ト認 メ タル モ ノニ ハ人 工 氣 胸 療

法 テ併 用 シタ リ。

三 、考 察

元來 「ツベ ル ク'リン」療 法 テ行 フ最 終 ノ 目的 ハ ソ

ノ皮 膚組 織 ガ 「ツベ ル ク リ ン」二封 シ陽 性 無 反 慮

状態 テ招 來 セ シム ル ニ ア リ。 ソ ノ實 際 二當 リテ

稀有 ニ ソノ目的 テ達 シ得 ル 毛 ノナ ル事 ハ結 核 免

疫 二志 ス先 輩 諸 氏 ガ僅 二撒例 報 告 テ ナ ス ニ過 ギ

ザル テ見 レバ 明 白 ナル事 實 ナ リ
。

然 ル ニ我 ガ 内科 二於 テ 僅 々1ク 年 間64例 テ加

療 シテ31%以 上 即20例 ノ陽 性 「アネ ル ギー、テ

褒 見 シタル事 實 ハ醤 學 界 二於 ケ ル謎 ナ リ斯 カ ル

場 合 先 ヅ考 フ可 キ ハ

(1)「 ア レル ゲ ン」テ慮 用 セ ・レ身膿 組 織 ノ種

類

(2)「 ア レル ゲ ン」ノ性 状

(3>皮 膚 ノ興 奮 状 態 ノ精 査
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ノ 三者 一》充 分 ぢ察 へ ・しラ 要 へ11∫シ。

〈1),'レ'げ 二」テ慮 川 セ ル身 聯1職 ノ種 類

皮 膚 糊 包 ノ過 敏 性 トナ ・・ゲ ブ レ ル ギー 」 ト呼 ピ
ロ

無 反 庶 トナ,ρ 「γ トル ギー」ト云 フ、余 ハ ソ ノ

皮 膚 糊 包二 直接 二 本剤 一ア癒 川 回 、皮 虜 組 織 ハ

丹 入人艦 ノ外部 ヂ蔽 フ組 織 ニ シテ身膿 弔要 機 關

,前 衛 テナ ヘモ ノナ リ
。

皮 膚 ハ些 細 ナル刺 戟 二封 シ ノC・白 ラ之 ∴反慮 シ

之 ラ巾和 セ ン ト 人・レモ ノニ シ 」一カ ノ1リ ンチ エ

ンギ フ トJ∴ 封 シアモ 白 ラ」反億1テ 終 ∴数1巳レニ

テ無 反 慮 状 態 テ招 來 スル ガ如 シ
,

我 ガ結 核1.ア レル ゲ ン」二封 シ テモ之 ト同 ジ ク白

ラ之 二反 慮 シ次 第 二過 敏 状 態 テ出現 シア終 二無

反 癒}伏態 二達 至晒ス ルモ ノナ リ。

之 レ カ ノハ ンプル ク'》氏 ノ結 核 免 疫 ㌔關 入ル學

論 ト何 享抵 燭 入ル所 ナ シ。 玄玄二克 チ得 ル皮 膚 ノ

陽 性無 反 慮状 態 ト眞 ノ結 核 免疫 トガ如何 ナ ル關

係 ニ アル カハ實 二難 解 ナ ル問 題 ニ シテ プ ロ.,ホ

氏 ノ ドエ ゾ フ{ラ キ シー」學説 ラ借用 λ レバ理 想

的結 果 ラ得 シモ ノ ト自薦 シ得 ル ベ ク又 實 際 ノ臨

休 二於 テ モ治 療 開 始 直 後 二於 テ結 核 病 竈 ノ充血

即 角膜 充 血及 肺 臓 二於 ケル水 泡 音 ノ梢 亙檜 加 ス

ル ラ認 メ次 第 二加療 λル ニ及 ンデ好 轄 セル 如 キ

ハ明 二皮 膚 反鷹 ト結 核 病 竈 トノ關係 テ物 語 ル モ

ノナ,・可 シ。 依 是観 之 皮 膚 二塗 擦 シテ陽 性無 反

慮 トナ リシハ皮 膚 ノ ミニ現 レ シ現 象 ト見 ル可 カ

ラザ ル可 シ。

(2)「 ア レル ゲ ン」ノ性 状 二就 テ

茜 「ツベ ル ク リ ン.二結 核 屍 禮 テ含 有 セ シメ シモ

ノナ ル モ、 ソ ノ菌 禮 テ長 時 間 加 温 シテ出 來得 ル

限 リ破確 シタ リ、 鴉 メニ菌艦 内 二藏 セ シ毒 素 モ

割 合 二多 ク分離 シテ混 合 セ リ。,

即 結 核 菌及 ピ菌 膿 内外 ノ凡 テ ノ成 分 テ含 有 ス ル

モ ノ ト云 フ テ得 ベ ク、 然 シテ「ア レル ゲ ン」ノ濃

度 二至 ツ テ ハ到 底 巷 間 二存 スル 「ツベ ル ク リン」

荊 ノ比 鳥非 ザル稚 濃 厚 ナル モ ノナ リ,斯 ノ如 キ

濃厚 ナ ル1ア レノしゲ ンJラ 我 皮 膚r.ヨ リテ ノE無

害 昌慮 川 シ得 、 吸牧 シ髄 疹 トシ テ現 レ次 第 鳥中

和 シf'i∬等 ノ全 身 高嫌 フ可 キ反 慮 テ惹起 セザ ル ナ

リ 、
o

カ ・ル'濃厚 ナ ル 「ア レル ゲ ン」ラ患 者 二涛痛 ナ ク

用 ヒ得 クル製it亦 カ クノ如 ク多 ク ノ陽 性 「アネ

ル ギー」 ラ得 シ理 由 ノ ーナル可 シ.時 二皮 膚反

慮 弧 烈 ナ ル場合 ℃存 λ レパ 豫 ノ マ ン トウ氏 反 慮

テ行 ヒ後 各種 稀 鐸 ヒル ラ癒 用 ス レバ局 所 反 磨 テ

調 盤 シ得 。

(3)皮 膚 ノ興 海引犬態 ノ精 査

余 ノ「デルtッ ・Cリ;」 塗 擦 療 法 ハ ソ ノー 回 侮 二

塗擦 面 ノ皮 膚 ノ搬疹 テ精 査 λル モ ノ ナ リ。

而 シテ3週 一 同 赤 沈 反 慮 及 マ ン トウ氏 反 慮 ラ反

復 スル テ常 トス 「デル モ ツκ リ ン」ノ巖 疹 ノ慶 化

ハ 自然 余 ノ観 察 眼 テ シテ マ ン トウ氏 反磨 ノ精査

ラ促 ス事 トナル、 余 ハ患 者 ノ艦 温 ヨ リム シ ロマ

ン トウ氏 反慮 及 ピ 「デ ル モ ッベ リ ン」反 慮 二重勤

ラ置 キ タ リ、 此 ノ結 果 ハ隠 レタル 陽性 「ア ネル

ギー」ラ褒 見 スル事 屡 ㌃ナ リ シナ ラン。

余 ハ マ ン トウ氏 反 慮 ノ陽 性 「アネ ル ギー 」ハ從 來

螢 見 セ シ理 稀有 ニ ア ラズ ト噺 言 ス ル ニ吝 カナ ラ

ズ、 結 核 學 者 ノ大 多 数 ハ其 ノ「ア レル ゲ ン」ラ患

κ ノ皮 下 二注射 セル モ ノ多 ㍉ 而 シテ ソ ノ「ア レ

・レゲ ン」ノ性 質 二關 シ論 議 シ或 ハ ソ ノ「ア レル ゲ

ン」 ノ濃度 二關 シ孚 ヒ或 ハ 注 射 ノ用 量 テ云 々 セ

リ或 ハ注射 ノ期 間及 ピ量 テ正 確 二求 メ或 ハ ソ ノ

技 術 ノ末節 二至 ル迄 論議 サ レタ ル事 ア リ。

我 ガ 「ア レル グ ン」ハ斯 カ ル匿 々 タ ル論 雫 ヨ リ超

越 シ1週1同 皮 膚 面 二塗擦 スル ノ ミニ テ足 ル皮

膚 組 織 ハ之 テ ヨ ク吸牧 シ登疹 シテ 「ア レル ギー」

二向 ヒ更 二陽 性 「ア ネル ギー」二到 着 ス亦 簡 易 ナ

ル方 法 ト云 フ可 シ。

四、 結 論

〈1)「 デ ル モ ツ ベ リ ン」ラ 「ア レル ゲ ン」 ト シ テ 結 核 患者 二 纒 皮免 疫 テ 企 ツ ニ ソ ノ31.4%二 於
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テ陽 性 「ア ネ ル ギ ー 」テ 出 現 シ11・O%=.於7"「 ア

レル ギ ー 」}伏テ 得 、18.7%二 於 テ 「)'レ ル ギ ー 」

ヨ リ陽 性 「ア ネ ル ギ ー 」二 向 ヒ30%ハll餐 性 「ア ネ

,レギー 」二 終 レ リ。

(2)「 デ ル モ ツ ベ リ ン」反 慮 陽 ・性 ノ モ ノハi若 キ

モ ノ程 早 ク陽 性 「γ ネ ル ギ ー 」二i垂 ・・。

(3)赤 沈 反 慮 中 間 値 ノ小 ナ ・ILモノ必 ズ シ モ好

輔 ス ・鳳 限 ラ ーリうレモ概 シ 川 澗 値 ノ小 ナ ル 者 ノ・"

多 ク好i陣 ノ・うζ巾 間 値 ノ大 ナ ル モ ノ ハ 悪1ピr一 ル モ

ノ 多 シ。
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